
伊
達
・
南
部
藩
境
の
集
落

池

雅

美

田

一
、
は
じ
め
に

日
本
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
島
娯
国
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
大
陸
に
モ
ザ
イ
ク
式
国
家
郡
が
存
在
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
よ
う
に
、
政
治

的
国
境
に
対
す
る
関
心
は
高
く
な
い
。
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し
か
し
、
わ
が
国
も
封
建
時
代
は
藩
界
と
い
う
政
治
的
区
画
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
的
境
界
形
式
が
あ
り
、
そ
の
境
界
観
念

は
決
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
劣
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
岩
田
孝
三
氏
は
述
べ
て
い
る

T
Y

江
戸
時
代
、
各
藩
の
境
界
標
識
中
、
も
っ
と
も
境
界
施
設
に
万
全
を
期
し
た
の
が
南
部
藩
で
、
北
進
す
る
伊
達
氏
と
の
藩
境
に
寛
永
十

九
年
(
一
六
四
二
)
、
藩
境
塚
を
西
は
奥
羽
山
脈
、
駒
ヶ
岳
か
ら
東
は
太
平
洋
岸
の
唐
丹
湾
ま
で
一
三

0
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
築
い
た
。

こ
れ
は
わ
が
国
各
藩
の
境
界
標
識
の
中
で
も
珍
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
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し
か
し
、
こ
の
藩
境
塚
を
築
く
ま
で
に
は
、
伊
達
氏
と
南
部
氏
と
が
藩
境
を
接
す
る
よ
う
に
な
っ
た
天
正
十
九
年
(
一
五
九
一
)
か
ら

寛
永
十
九
年
(
一
六
回
二
)
ま
で
五
十
二
年
に
亘
る
境
争
論
が
続
き
、
築
設
後
も
越
境
事
件
や
修
覆
が
幾
度
か
行
な
わ
れ
た
。
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こ
こ
に
そ
の
藩
境
塚
築
設
後
の
歴
史
的
経
緯
の
一
端
を
古
文
書
に
徴
し
、
併
せ
て
藩
境
の
集
落
、
江
刺
市
米
里
学
問
沢
(
旧
伊
達
領
)

と
和
賀
郡
東
和
町
田
瀬
覚
間
沢
(
旧
南
部
領
)

の
発
達
や
、
こ
れ
ら
二
つ
の
集
落
が
藩
を
異
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
に
異
る
か

を
民
家
を
中
心
と
し
て
集
落
地
理
学
的
に
調
べ
て
み
た
。

ニ
、
藩
境
塚
の
築
設
と
越
境
事
件

伊
達
・
南
部
落
境
塚
は
寛
永
十
八
年
(
二
ハ
四
一
)
伊
達
・
南
部
両
藩
の
聞
に
全
面
的
築
設
の
申
合
が
あ
り
、
寛
永
十
九
年
(
一
六
回

一
一
)
に
駒
ヶ
岳
か
ら
唐
丹
湾
ま
で
築
か
れ
、
黒
木
二
ツ
塚
よ
り
五
輪
之
峠
ま
で
は
四
十
五
の
塚
が
築
設
さ
れ
て
い
る
。

上
大
内
沢
妥
女
記
に
よ
れ
ば
元
禄
十
一
年
ご
六
九
八
)

に
お
け
る
伊
達
・
南
部
両
藩
の
塚
の
数
、
間
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
ハ
2
〉。

御
境
塚
関
数
之
事

一
、
江
刺
と
気
仙
御
境
物
見
峠
よ
り
南
部
と
気
仙
・
江
刺
御
境
目
迄
武
百
廿
間

一
、
右
之
所
よ
り
江
刺
南
部
御
境
塚
迄
六
拾
間

右
御
境
塚
よ
り
箱
根
石
御
境
塚
迄
三
百
弐
閑

右
塚
よ
り
次
三
塚
迄
四
百
六
拾
問
、
右
之
塚
よ
り
次
之
塚
迄
六
百
八
拾
四
問
、
右
塚
よ
り
次
の
塚
迄
参
百
廿
五
問
、

右
塚
よ
り
次
の
塚
迄
武
百
廿
五
間

但
板
橋
迄
右
塚
合
六
ッ

一
、
板
橋
町
宿
海
道
南
之
塚
よ
り
所
之
塚
迄
百
五
拾
間

一
、
右
板
橋
よ
り
次
迄
三
百
拾
問
、
右
塚
よ
り
次
迄
百
八
拾
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
五
拾
問
、
右
塚
よ
り
次
迄
百
弐
拾
五
間

て
右
塚
よ
り
次
迄
四
百
八
拾
五
問
、
右
塚
よ
り
次
塚
迄
六
百
五
拾
五
間
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一
、
右
塚
よ
り
次
迄
四
百
五
拾
問
、
右
塚
よ
り
次
迄
弐
百
四
拾
問
、

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
百
間

一
、
五
輪
峠
海
道
ば
た
南
之
塚
迄
合
拾

て
五
輪
峠
南
之
塚
よ
り
北
之
塚
迄
拾
間

て
右
塚
よ
り
次
之
塚
迄
百
九
拾
弐
問
、
右
塚
よ
り
次
迄
三
百
九
拾
弐
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
一
戸
一
一
白
弐
問
、
右
塚
よ
り
次
迄
三
百
九
拾
五
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
五
百
拾
問

一
、
明
神
堂
御
境
塚
よ
り
次
之
塚
迄
弐
百
拾
弐
間

一
、
右
塚
よ
り
次
之
塚
迄
弐
百
八
拾
六
問
、
右
塚
よ
り
次
迄
百
五
拾
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
弐
百
参
拾
弐
問
、
右
塚
よ
り
次
迄
百
弐
拾
六
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
三
十
問
、
右
塚
よ
り
次
迄
三
拾
五
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
弐
拾
弐
問

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
百
弐
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
四
百
壱
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
弐
拾
壱
関

て
右
塚
よ
り
次
迄
六
拾
六
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
四
拾
九
関

-
、
右
塚
よ
り
次
迄
弐
百
四
拾
九
間

一
、
右
塚
よ
り
次
迄
百
九
拾
問

黒
木
峠
弐
ツ
塚
迄
古
館
合
拾
七
也

右
塚
合
三
十
八

外

一
、
気
仙
分
之
塚
、
四
ツ
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一
、
黒
木
峠
よ
り
小
峠
之
問
、
延
宝
九
年
新
塚
廿
一

右
之
通
り
拙
者
共
被
預
り
置
侯
御
絵
図
に
引
合
塚
数
栢
改
相
違
無
御
座
候

元
禄
拾
壱
年
四
月
九
日

以
上

古
人
古
人
砂
上
大
内
沢

H

山
元

佐
伝
治

平

作

喜
兵
衛

装
九
郎

生
江
助
内
様

高
玉
平
助
様

か
く
の
如
く
境
界
に
は
土
塚
が
築
か
れ
、
古
人
が
監
視
を
勤
め
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も
伊
達
領
側
招
辺
内
記
の
家
老
二
人
を
首
謀
と
す

る
町
人
・
百
姓
が
南
部
側
田
瀬
村
蛭
川
山
、
江
刺
市
左
エ
門
の
領
地
に
大
勢
で
押
し
か
け
、
盟
伐
を
つ
づ
け
た
の
で
、

つ
い
に
幕
府
へ
の

訴
え
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
処
分
さ
れ
た
こ
と
が
上
大
内
沢
妥
女
白
来
記
に

「
延
宝
八
年
十
月
比
よ
り
南
部
蛭
川
山
へ
御
国
之
者
大
勢
押
込
盗
伐
仕
侯
-
一
付
南
部
よ
り
山
守
共
罷
越
防
候
得
共
、
此
方
大
勢
ゆ
え
山
守
共
打
伏
し
ば

り
付
置
、
毎
日
此
方
よ
り
大
勢
参
侯
-
一
付
、
南
部
江
刺
市
左
衛
門
殿
御
家
中
よ
り
人
首
沼
辺
大
炊
様
御
家
中
ニ
度
々
書
状
被
遺
候
-
一
付
、
此
方
よ
り
返

事
と
書
状
ヲ
証
-
一
一
収
南
部
よ
り
江
戸
へ
御
披
露
相
成
前
書
之
通
り
閉
門
等
被
仰
付
候
内
、
御
家
老
二
人
出
奔
ニ
付
右
内
之
者
二
人
五
輪
海
道
ニ
而
御
成

敗
ご
く
も
ん
ニ
被
相
懸
肝
入
検
断
組
頭
右
五
人
宇
舎
御
追
放
右
役
目
被
召
放
候
事
」

と
記
さ
れ
て
い
る
〈
3
0

ま
た
、
同
じ
延
宝
年
間
、
南
部
覚
間
沢
の
者
が
伊
達
領
に
越
境
畑
起
し
事
件
を
お
こ
し
、
人
首
村
肝
入
、
江
刺
郡
大
肝
入
か
ら
も
上
申

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
「
江
刺
之
学
問
沢
古
人
共
申
口
」
に

一
、
南
部
御
領
和
賀
郡
回
瀬
村
之
内
、
覚
関
沢
之
太
左
エ
円
、
名
子
藤
右
エ
円
、
藤
左
エ
円
、
孫
惣
と
申
者
右
三
人
御
領
内
へ
切
越
新
畑
起
シ
申
処
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南
部
領
-
一
ハ
無
御
座
候
。
右
御
境
目
寛
、
氷
十
九
年
六
月
御
境
塚
被
相
立
候
時
分
、
拙
者
共
御
案
内
ニ
罷
出
候
付
而
、
御
境
目
様
子
覚
申
候
。
黒
木
長
根

よ
り
小
峠
迄
之
内
南
部
之
者
ど
も
御
境
目
を
切
越
シ
申
候
所
、
新
畑
一
一
一
ケ
所
共
に
御
当
領
ニ
紛
無
御
座
候
。
其
証
拠
に
は
先
年
境
塚
為
御
築
被
成
侯
。

境
塚
よ
り
南
之
方
に
元
来
の
道
御
座
候
て
、
御
境
目
は
道
よ
り
北
に
被
相
立
候
-
一
付
、
右
之
道
と
も
に
御
当
領
に
御
座
候
。
依
之
御
当
領
之
地
方
者
道

よ
り
南
に
斗
御
座
候
。
然
所
、
南
部
之
藤
左
エ
門
畑
者
黒
木
長
根
御
境
塚
と
中
之
塚
之
問
、
元
来
よ
り
之
御
境
道
を
南
之
方
へ
廻
シ
新
畑
六
七
年
以
前

よ
り
羽
越
し
申
侯
而
、
御
墳
塚
よ
り
五
六
間
程
花
レ
御
領
内
へ
切
越
申
ニ
付
此
度
御
見
分
被
成
候
通
、
先
年
之
境
塚
被
相
立
候
時
分
之
道
跡
、
藤
左
エ

円
、
畑
之
上
下
ニ
有
之
御
領
内
紛
無
御
座
侯
処
に
南
部
よ
り
ハ
御
境
当
道
切
之
由
申
越
候
儀
非
分
之
至
に
御
座
候
事
。

一
、
南
部
之
藤
右
エ
門
起
之
畑
ハ
九
年
程
以
前
よ
り
御
境
塚
之
沢
を
御
領
内
へ
切
越
申
候
ニ
付
、
不
及
異
議
不
申
儀
ニ
御
座
候
故
南
部
之
者
共
も
御
当

領
之
由
申
候
。
乍
去
此
方
之
茂
左
エ
門
畑
南
部
御
領
へ
切
越
申
候
問
、
其
返
報
ニ
態
ニ
御
領
内
へ
切
越
申
侯
由
、
申
候
事
。

一
南
部
之
孫
惣
起
候
畑
も
先
年
御
境
之
相
立
候
石
切
之
道
を
南
方
へ
廻
し
拾
ヶ
年
程
以
前
よ
り
御
領
内
へ
切
越
申
候
儀
、
紛
無
御
座
侯
。
其
証
拠
ハ

此
畑
き
わ
え
上
下
に
元
来
御
境
之
道
跡
有
之
、
其
上
彼
畑
之
内
に
先
年
よ
り
之
御
墳
道
た
き
水
の
所
石
橋
を
掛
、
当
五
月
迄
其
所
に
御
座
候
を
、
此
度

論
之
証
拠
に
罷
成
候
儀
迷
惑
に
存
し
候
と
相
見
へ
、
右
石
橋
を
当
五
月
二
十
六
日
よ
り
二
十
九
日
迄
之
内
取
除
田
に
仕
、
い
ね
を
う
へ
指
置
申
侯
へ
共
、

右
石
橋
之
台
石
壱
ツ
爾
今
回
中
に
御
座
候
。

右
石
橋
先
年
よ
り
当
年
迄
南
部
御
領
御
当
領
之
者
共
諸
人
見
俣
市
、
無
隠
事
に
御
座
候
問
、
南
部
之
者
に
対
決
仕
候
は
ば
、
右
之
口
問
均
一
拙
者
共
可
申

理
侯
条
南
部
之
者
申
請
被
成
問
致
事
。

一
中
之
塚
よ
り
小
峠
之
塚
見
返
し
山
桑
ね
っ
こ
有
之
所
先
年
御
境
道
之
由
南
部
之
者
共
申
候
て
此
方
之
茂
左
エ
門
畑
之
内
三
う
ね
南
部
御
領
へ
切
越

申
候
由
申
侯
問
、
此
所
を
荒
し
道
一
一
可
仕
旨
、
此
方
覚
間
沢
之
惣
右
エ
門
申
侯
て
、
延
宝
四
年
之
春
、
茂
左
エ
門
畑
之
内
三
う
ね
、
右
惣
左
エ
門
さ
い

み
相
立
申
候
得
共
、
御
領
内
の
畑
道
に
仕
儀
に
無
之
由
、
拙
者
共
申
侯
て
、
品
さ
い
み
ぬ
き
槍
申
侯
、
此
段
南
部
之
者
共
に
惣
左
エ
門
一
味
仕
非
儀
を

申
懸
候
。
依
之
南
部
之
者
共
に
は
南
部
御
領
へ
切
越
申
侯
由
申
侯
へ
共
、
此
畑
ハ
明
暦
年
中
ニ
御
竿
相
入
甚
上
畑
よ
り
一
一
一
ニ
間
程
隔
南
部
方
-
一
先
年
之

御
境
道
跡
も
有
之
御
領
内
-
一
紛
無
御
座
候
事
。

一
南
部
覚
間
沢
之
二
兵
衛
と
申
者
切
越
申
侯
畠
、
長
さ
七
八
問
、
横
壱
間
程
御
領
内
へ
切
越
申
候
。
其
証
拠
ハ
畑
之
上
下
-
一
元
来
之
御
境
道
跡
有
之

其
上
先
年
御
墳
を
相
立
候
時
分
、
道
よ
り
南
に
み
つ
あ
な
御
座
侯
処
に
道
を
ま
わ
し
、
二
兵
衛
畑
起
し
申
侯
故
右
み
つ
あ
な
道
よ
り
北
に
罷
成
、
畑

き
わ
に
有
之
御
領
内
に
ま
き
れ
無
之
侯
問
、
此
所
と
も
南
部
は
可
申
理
侯
得
共
少
分
之
儀
に
御
座
侯
間
見
分
不
申
理
候
。
此
度
之
見
分
之
上
絵
図
ハ
仕

立
被
成
候
に
付
、
委
細
に
被
相
尋
候
間
如
此
申
上
候
事
。
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一
黒
木
長
根
ノ
下
中
之
御
境
き
り
に
南
部
へ
の
遜
道
元
来
よ
り
御
座
候
所
に
藤
右
エ
門
畑
御
領
内
切
越
し
申
侯
湖
、
右
の
道
を
も
な
め
し
畑
に
仕
侯
。

其
後
孫
惣
御
領
内
へ
切
越
申
候
畑
ノ
西
き
わ
に
新
道
を
相
付
、
南
部
へ
の
通
道
に
仕
侯
。
此
段
も
御
境
託
拠
に
御
座
侯
事
。

一
南
部
之
者
共
御
領
内
へ
新
畑
切
越
土
手
く
ね
類
と
相
立
申
侯
問
、
其
者
共
に
申
断
な
め
さ
せ
、
畑
を
も
為
荒
可
申
処
、
見
の
が
し
罷
有
侯
儀
拙
者

共
不
屈
之
由
、
御
尋
に
御
座
侯
其
段
は
御
ふ
し
ん
御
尤
に
御
座
候
へ
共
、
地
主
惣
左
エ
門
南
部
之
者
に
一
味
仕
え
ミ
の
か
し
罷
有
、
拙
者
共
名
子
之
儀

に
御
座
侯
故
何
を
申
上
て
も
惣
左
エ
門
承
引
不
仕
、
覚
間
沢
之
儀
ハ
我
に
ち
ゅ
う
之
儀
に
侯
問
、
か
ま
い
申
間
敷
侯
由
申
候
。
惣
右
エ
円
心
に
違
申
侯

へ
共
色
々
非
義
被
申
懸
迷
惑
仕
侯
故
、
無
是
非
惣
右
エ
円
次
第
に
仕
被
有
侯
へ
共
此
段
脇
々
よ
り
き
こ
い
申
侯
て
拙
者
共
迄
曲
事
に
可
被
仰
は
存
当
度

書
面
を
以
悪
事
之
品
々
申
上
候
事
。

一
同
村
清
左
エ
門
貌
様
ノ
儀
寛
永
十
九
年
に
御
境
塚
を
相
立
候
翻
御
案
内
に
被
出
候
に
付
、
学
問
沢
の
御
様
子
覚
申
侯
。
南
部
之
者
共
切
起
申
侯
畑

御
領
内
へ
切
越
儀
実
正
に
御
座
侯
。

一
先
年
之
御
絵
図
に
引
合
、
此
度
御
仕
立
被
成
侯
御
絵
図
拙
者
共
へ
御
ミ
セ
被
成
候
。
少
も
相
違
御
座
無
候
。

学
問
沢

人
首
村
古
人
正

左

次

右
茂

左

太

右

松

口

大
き
も
入
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延
宝
八
年

八
月
十
三
日

右
之
通
学
問
沢
御
境
目
此
度
御
見
分
被
成
置
侯
に

同
年
同
月

人
首
村
き
も
入

又三口ェ衛衛衛

右郎口門門門円

以
上

衛兵

門衛



清

左

衛

問

村

市

兵

下

門

岡

正

左

衛

先
大
き
も
入
は
ら
た
い
村

藤

左
三

郎

又

右

大
き
も
入

間

門衛門

衛兵衛

門衛門

日
野
四
郎
兵
衛
様

大
和
田
六
藤
様

佐
藤
文
右
衛
門
様

延
宝
八
年
八
月
十
日
に
上
大
内
沢
御
宿
同
十
一
日
に
学
問
沢
境
御
見
分
申
被
成
御
一
宿
学
問
沢
に
同
十
二
日
大
内
沢
御
移
、
十
三
日
ニ
御
立
被
成
侯

岩

谷

堂

に

御

留

被

成

侯

以

上

伊達・南部藩境の集落

と
み
え
て
い
る
す
〉
。

三
、
港
境
塚
と
修
覆

援
も
崩
れ
、
見
分
け
が
困
難
に
な
る
よ
う
な
環
境
で
あ
る
。

黒
木
二
ツ
塚
か
ら
五
輪
峠
塚
ま
で
の
藩
境
塚
は
数
十
年
も
放
置
さ
れ
る
と
樹
木
が
茂
り
、
通
行
が
で
き
な
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
境

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
寛
政
七
年
(
一
七
九
三
〉

の
「
御
境
願
書
井
御
上
様
よ
り
御
聞
刺
留
帳
」
に
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「
江
刺
郡
人
首
村
南
部
御
境
黒
木
峠
よ
り
五
輪
迄
之
内
御
境
通
り
至
而
生
茂
り
通
用
も
相
成
難
に
罷
成
り
申
候
」
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と
か
、
あ
る
い
は

覚(学)問沢付近の南部・伊達領境塚・境番所分布図

「
人
首
村
南
部
御
境
黒
木
通
り
よ
り
五
輪
迄
之
内
御
境
塚
大
破

所
御
塚
形
も
難
相
見
得
髭
成
申
候
付
此
度
御
修
覆
被
成
下
度
別

紙
願
上
侯
」

な
ど
と
み
え
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る

2
Z
か

く
て
古
人
が
黒
木
二
ツ
塚
か
ら
五
輪
峠
ま
で
の
塚
の
見
廻

り
や
修
覆
、
焼
切
り
な
ど
の
実
施
状
況
を
上
司
に
報
告
し

て
い
る
こ
と
が
次
の
古
文
書
に
み
え
て
い
る
。
ハ
6

〉。

第1図

御
上
書
之
覚

一
回
瀬
村
、
倉
沢
村
迄
之
御
域
渦
よ
り
日
ノ
懸
、
神
成
峠
、

椛
峠
、
四
ツ
楢
長
根
、
黒
木
長
根
迄
、
上
代
よ
り
嶺
ッ
、
き
水

荷
切
に
御
座
侯

一
隠
洞
よ
り
黒
木
峠
ま
で
、
西
南
ハ
仙
台
御
領
野
手
崎
村
、

東
北
国
瀬
村

一
黒
木
二
ツ
塚
よ
り
五
輪
峠
ま
で
西
南
ハ
仙
台
御
領
人
首
村

東
北
ハ
回
瀬
村

一
先
年
よ
り
御
境
通
江
古
人
頭
三
関
右
衛
門
古
人
壱
人
ッ
、

召
連
五
日
置
に
相
廻
申
侯

一
右
廻
ニ
付
、
御
日
帳
相
認
置
相
廻
名
留
印
形
仕
、
江
刺
市

左
衛
門
役
所
江
指
出
申
侯
。



一
黒
木
二
ツ
塚
よ
り
五
輪
之
峠
迄
、
塚
数
回
拾
五
右
塚
享
保
十
三
年
申
ノ
一
一
一
月
廿
日
、
右
塚
之
内
十
七
御
修
覆
被
成
、
残
廿
八
無
御
修
覆
御
座
候
。

一
延
宝
八
年
申
十
一
月
十
五
日
黒
木
御
境
之
論
所
仕
侯
得
共
、
相
済
申
候
。
其
後
よ
り
御
上
よ
り
焼
切
被
仰
付
相
勤
罷
有
侯
。

一
昼
間
木
御
墳
江
三
月
中
廻
所
-
一
天
気
見
合
、
双
方
よ
り
相
談
焼
切
仕
侯
。

右
其
節
古
人
頭
三
関
三
郎
お
衛
門
古
人
三
人
御
蔵
肝
入
給
所
肝
入
井
戸
一
村
御
人
足
五
六
十
人
召
連
焼
切
申
候
。

尤
仙
台
御
領
よ
り
も
古
人
弐
人
、
人
足
五
六
十
人
召
連
双
方
よ
り
出
合
焼
切
申
候
。

正

月

日

右
之
遥
書
上
申
侯

以
上

古
人
共
控

一
此
度
御
境
井
只
今
迄
相
勤
居
候
儀
御
尋
-
一
付
、
私
共
先
祖
よ
り
申
伝
置
儀
ハ
承
知
仕
相
勤
居
申
候
。
尤
御
境
絵
図
井
諸
事
書
付
時
々
御
上
江
差
上

申

侯

而

承

知

仕

候

。

の

而

委

細

之

儀

不

被

申

上

一

候

。

右

之

趣

宜

様

ニ

申

上

被

下

度

奉

願

上

侯

以

上

三
人

伊達・南部落境の集落

回
、
北
上
盆
地
の
藩
境
防
衛
集
落

伊
達
・
南
部
落
境
防
衛
集
落
で
最
も
代
表
的
な
と
こ
ろ
が
奥
羽
街
道
に
沿
う
相
去
・
見
柳
の
二
集
落
で
あ
る
。

古
人

国
道
四
号
を
水
沢
か
ら
北
上
す
る
と
北
上
市
の
や
や
南
に
整
然
と
し
た
街
村
状
の
人
為
的
境
界
を
設
け
た
藩
境
集
落
景
観
が
眼
に
つ

く
す
な
わ
ち
、
街
村
の
北
半
分
が
南
部
領
の
鬼
柳
で
、
南
部
領
の
南
端
で
あ
る
。
南
半
分
の
相
去
は
伊
達
領
で
、
町
の
北
端
に
は
高
い
土
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(
一
六
五
六
)
忠
宗
が
北
境
の
備
と
し
て
番
所
を
お
き
、
足
軽
百
二
人
を
置
い
た
(
7
)
O

手
を
築
き
、
中
央
の
関
門
に
は
大
扉
を
立
て
、
夜
間
閉
門
し
て
人
馬
の
通
行
を
禁
じ
、
土
手
は
屈
曲
し
て
析
形
と
呼
ば
れ
た
。
明
暦
二
年
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正
保
大
絵
図
に
は
「
相
去
村
新
町
」
と
あ
る
か
ら
、
明
暦
以
前
に
集
落
形
成
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
寛
永
十
九
年
(
一
六
四
二
)

に
は
伊
達
藩
は
相
去
の
集
落
に
境
塚
六
十
八
個
を
築
い
て
い
る
。

相
去
・
鬼
柳
付
近
は
北
上
盆
地
の
両
藩
に
お
け
る
米
作
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
藩
境
と
し
て
も
最
も
強
く
境
界
の
意
義
が
表
わ
さ
れ
た
よ

う
で
、
そ
の
こ
と
は
南
部
叢
書
に
も
次
の
如
く

境
目
申
合
覚

一
回
瀬
か
く
ま
沢
す
り
こ
は
屋
敷
通
境
に
史
口
侯
事
。

一
人
首
境
は
五
輪
峠
切
に
申
合
候
事
。

一
立
花
境
は
五
輪
峠
切
に
申
合
侯
事
。

こ
の
三
ケ
所
は
御
領
分
の
者
如
申
侯
。
境
目
申
合
相
立
申
事
。

一
気
仙
赤
坂
山
は
陸
奥
守
領
分
の
者
如
申
侯
。

峰
切
に
境
目
申
合
相
立
申
事
。

一
相
去
、
鬼
柳
界
は
原
の
分
御
領
分
よ
り
は
、
き
た
な
か
ね
、
す
み
塚
の
境
を
陸
奥
守
領
分
の
者
原
切
墳
の
由
申
侯
を
互
に
前
代
の
境
を
差
置
半
分

つ
』
に
仕
、
新
境
相
立
可
申
と
申
合
候
事
。

附鬼
柳
、
相
去
境
山
中
之
入
候
て
は
御
領
分
の
者
は
駒
ケ
獄
北
半
分
、
下
は
八
森
峰
切
と
申
侯
。
陸
奥
守
領
分
の
者
は
、
げ
と
う
川
切
と
申
候
。
是
も

前
代
の
境
を
互
に
差
置
半
分
づ
っ
に
仕
、
新
境
を
相
立
可
申
と
申
合
候
。
但
堂
の
北
半
分
は
御
当
方
、
南
半
分
は
陸
奥
守
領
分
に
堂
計
を
申
合
侯
。
駒

ケ
獄
よ
り
落
申
水
は
御
領
分
に
仕
俣
共
、
陸
奥
守
領
分
に
罷
成
候
共
、
用
水
の
時
分
は
申
合
半
分
づ
っ
水
ひ
か
せ
可
申
由
申
合
侯
。
以
上

寛
永
十
八
年
十
二
月
三
日

松
平
陸
奥
守
内
河
島
豊
前

小
枝
指
権
兵
衛
殿



石
亀
庄
兵
衛
殿

儀
俄
重
右
衛
門
殿

と
あ
っ
て
ハ
$
、

寛
永
十
八
年
十
二
月
「
仙
南
領
分
境
援
築
始
之
事
」
と
し
て
、

伊
達
と
南
部
と
の
境
界
に
全
面
的
に
精
密
に
申
合
せ
た

の
で
な
く
、
北
上
川
流
域
を
密
に
し
た
と
か
か
れ
て
い
る
こ
と
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
六
原
扇
状
地
に
立
地
す
る
三
十
人
町
は
、
伊
達
藩
最
北
端
の
藩
境
防
衛
集
落
と
し
て
三
十
五
人
の
足
軽
を
配
置
し
た
三
十

戸
の
屋
敷
が
五
十
聞
に
百
聞
と
い
う
地
割
を
し
た
街
村
状
の
計
画
的
足
軽
集
落
で
あ
る
。

五
、
北
上
山
地
に
お
り
る
藩
境
の
集
落

北
上
山
地
に
お
け
る
藩
境
に
は
和
賀
郡
東
和
町
田
瀬
の
覚
間
沢
(
旧
南
部
領
)
と
江
刺
市
米
里
学
問
沢
(
旧
伊
達
領
)

の
集
落
が
対
向

的
に
分
布
し
て
い
る
が
計
画
的
防
衛
の
集
落
で
な
く
、
落
境
と
し
て
の
重
点
は
一
般
に
北
上
川
右
岸
の
平
地
に
置
か
れ
た
こ
と
が
注
目
さ

伊達・南部藩境の集落

れ
る
。学
問
沢
の
藩
境
に
は
現
在
、
土
塚
が
あ
る
こ
と
と
明
神
山
西
斜
面
の
林
相
が
藩
境
で
明
瞭
に
異
る
こ
と
の
外
、
特
別
の
藩
境
防
禦
施
設

は
み
あ
た
ら
な
い
。

両
集
落
と
も
畑
作
を
中
心
と
し
た
北
上
山
地
の
山
村
で
、
三
十
人
町
の
屋
敷
の
よ
う
に
井
然
た
る
地
割
も
な
く
、
土
塁
な
ど
の
防
禦
施

設
を
も
っ
屋
敷
も
な
い
。
た
だ
、
実
地
調
査
に
よ
る
と
米
里
学
問
沢
に
は
旧
番
屋
敷
が
あ
っ
た
と
い
う
し
、
そ
の
傍
ら
に
今
も
札
場
と
い
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う
屋
号
の
家
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
藩
境
の
警
備
に
当
っ
た
者
の
休
け
い
・
宿
泊
所
と
も
考
え
ら
れ
、
わ
ず
か
な
が
ら
藩
境
の
面
影
を
偲

ぶ
せ
て
い
る
。
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A 

米
里
学
問
沢

ィ
、
集
落
の
発
達

江
刺
市
米
里
の
学
問
沢
は
江
刺
市
の
中
心
岩
谷
堂
か
ら
東
に
二
十
二
キ
ロ
の
所
で
、
北
上
山
地
に
若
い
谷
を
形
成
し
て
い
る
太
田
川

(
綾
瀬
川
)
を
境
と
し
て
、
そ
の
東
と
西
斜
面
に
散
在
分
布
す
る
こ
十
戸
か
ら
な
る
山
村
で
あ
る
。
集
落
分
布
の
割
合
は
西
斜
面
に
多

L、。
こ
の
集
落
の
成
立
の
時
期
を
明
ら
か
に
し
た
資
料
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
人
首
村
風
土
記
に
よ
る
と
「
:
:
:
慶
長
十
壱
年
当
御
地
頭

様
御
入
替
之
事
に
相
聞
得
申
侯
事
ハ
9
)
」
と
あ
っ
て
、
人
首
村
の
沼
部
が
沼
部
村
よ
り
地
頭
と
し
て
入
替
に
な
っ
た
の
が
慶
長
十
一
年
こ

中ハ

O
六
)
で
あ
る
か
ら
、

お
そ
ら
く
学
問
沢
の
集
落
は
そ
の
後
に
成
立
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

寛
永
十
九
年
(
一
六
四
二
)

の
人
首
村
御
検
地
帳
に
よ
る
と
学
問
沢
屋
敷
と
し
て

惣
右
衛
門
屋
敷

止田

二
九
町
一
反
二
セ
一
八
歩

そ
の
外

茶
畑

ニ
セ
歩

と
あ
り
、
ま
た
、
屋
敷
の
面
積
は
上
・
中
・
下
の
中
学
問
沢
屋
敷
は
下
と
な
っ
て
い
て
、

惣
右
衛
門
屋
敷

弥
左
衛
門
屋
敷

平
左
衛
門
屋
敷

吉
右
衛
門
屋
敷

タ
テ
二
二
閑

タ
テ
二
六
問

タ
テ
一
八
間

タ
テ
一
六
間

ヨ
コ
三
八
間

ヨ
コ
三
四
間

ヨ
コ
二

O
間

ヨ
コ
二
四
間

と
な
っ
て
い
る
門
担
。

惣
右
衛
門
外
三
人
は
お
そ
ら
く
惣
右
衛
門
の
分
れ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
寛
永
の
検
地
の
こ
ろ
の
学
問
沢
は
こ
の
程
度
の
集
落
で
あ
っ
た



と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
人
首
本
小
路
、
新
田
氏
蔵
の
年
代
不
詳
の
江
刺
郡
人
首
村
絵
図
に
よ
る
と
学
問
沢
の
集
落
と
し
て
十
戸
が
記
載
さ
れ
て
い

る。
江
刺
市
人
首
の
郷
土
史
家
、
松
淵
章
氏
の
鑑
定
に
よ
る
と
同
絵
図
は
貞
享
二
年
(
一
六
八
五
)

か
ら
元
禄
十
年
(
一
六
九
七
)

の
頃
に

書
か
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
肯
定
す
れ
ば
元
禄
の
こ
ろ
の
学
問
沢
は
十
戸
位
に
発
達
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

降
っ
て
、
文
化
六
年
ご
八

O
九
)

に
は
人
首
、
滝
ノ
沢
稲
荷
神
社
御
堂
の
造
営
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
造
営
に
学
問
沢
か
ら
寄
附
し

た
人
の
名
に
正
之
助

喜
蔵
の
九
名
が
あ
る
の
で
、
同
絵
図
面
の
こ
ろ
に

運
蔵

佐
吉

伝
四
郎

庄
兵
衛

善
内

勘
蔵

久
之
助

十
戸
の
集
落
が
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
立
三

口
、
集
落
の
機
能

米
里
学
問
沢
は
地
形
の
関
係
上
、
畑
作
を
主
と
す
る
集
落
で
あ
る
こ
と
は
前
記
寛
永
の
検
地
帳
に
も
明
ら
か
で
、
そ
れ
に
よ
る
と
一
部

伊達・南部落境の集落

茶
も
栽
培
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
四
十
八
年
現
在
市
役
所
統
計
に
よ
る
一
筆
当
り
耕
地
面
積
は
田
、

入
二
一
、

一
五

O
平
方
米
で
、

四
八
五
、

O
七
三
平
方
米
、
畑
、

畑
の
面
積
が
田
の
約
一
・
六
九
倍
で
あ
る
。
ま
た
、

一
筆
当
り
山
林
面
積
は
二
七
八
三
・
九
七
平
方
米
で
、
田
畑
一
し
ょ
に
し
た
耕
地
面

積
二
ニ

O
六
・
二
二
平
方
米
の
実
に
二
・
一
倍
で
山
村
性
が
み
ら
れ
る
。

一
筆
当
り
原
野
面
積
は
さ
ら
に
大
き
く
、
四
五
九
、

一
六
三
平

方
米
で
あ
る
。
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水
田
は
寛
文
の
こ
ろ
開
発
さ
れ
た
こ
と
が
人
首
村
風
土
記
に
次
の
如
く
か
か
れ
て
い
る
(
巳
。

「
学
問
沢
、
笹
ノ
田
和
地
形
は
寛
永
十
九
年
二
六
四
二
)
御
竿
入
の
節
は
無
残
畑
代
に
御
座
候
所
、
寛
文
年
中
、
願
の
上
、
回
代
に
和
成
侯
事
、
切
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替
帳
委
細
見
合
候
は
ば
相
知
可
申
」

そ
の
後
、
延
宝
八
年
(
一
六
人

O
)
ご
ろ
は
「
そ
ば
」
を
栽
培
し
た
こ
と
が
上
大
内
沢
妥
女
由
来
記
の
学
問
沢
・
黒
木
御
境
論
の
中
に

「
延
宝
八
年
六
月
畑
起
主
肝
入
使
を
以
拙
者
共
方
へ
申
遺
侯
ヘ
パ
只
今
ハ
そ
ば
蒔
時
ニ
有
之
侯
問
起
侯
畑
ニ
そ
ば
蒔
付
可
申
由
申
参
侯
問
、
拙
者
共
返

事
ニ
起
侯
畑
-
一
そ
ば
蒔
侯
共
又
ハ
あ
ら
し
置
侯
共
此
方
よ
り
指
図
ニ
お
よ
び
申
侯
:
:
:
」

と
み
え
て
い
る

ay

か
く
て
学
問
沢
は
畑
作
を
主
と
し
、
藩
政
時
代
は
茶
・
そ
ば
を
栽
培
し
、
そ
の
後
、
麦
・
粟
・
小
豆
に
変
っ
た
が
、
現
在
の
主
な
畑
作

物
は
タ
バ
コ
で
、

一
部
キ
ウ
リ
を
栽
培
し
て
い
る
。

太
田
川
の
沢
を
利
用
し
た
狭
小
な
水
田
は
水
持
ち
が
悪
か
っ
た
た
め
、
沢
水
を
か
け
流
し
た
た
め
水
温
は
低
く
凶
作
に
な
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
後
の
食
糧
増
産
時
に
山
地
の
傾
斜
面
に
も
階
段
状
に
水
田
が
増
え
、
水
持
ち
も
良
い
回
が
作
ら
れ
た
こ

と
と
濯
殺
の
発
達
、
品
種
改
良
な
ど
の
科
学
技
術
の
進
歩
と
相
侯
っ
て
米
作
も
進
ん
だ
。
し
か
し
、
水
田
面
積
は
依
然
畑
よ
り
少
く
、
畑

作
を
主
と
し
、

一
部
製
炭
(
冬
だ
け
)
や
山
仕
事
も
み
ら
れ
る
北
上
山
地
の
山
村
で
あ
る
。

こ
の
集
落
は
藩
境
に
立
地
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
北
に
対
向
的
に
分
布
し
て
い
る
南
部
覚
間
沢
と
は
三
百
米
位
の
所
に
あ
る
が
、
藩
政

時
代
は
通
婚
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
人
首
村
風
土
記
に
み
え
て
い
る
Q
Y

し
か
し
、

天
保
年
聞
に
死
亡
し
た
人
で
縁
組
し
て
い
る

人
も
あ
る
し
、
明
治
以
後
は
両
集
落
の
通
婚
が
自
由
で
あ
っ
た
し
、
冠
婚
葬
祭
や
屋
根
の
葺
替
え
な
ど
に
は
ユ
イ
の
制
が
行
な
わ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
制
度
も
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
生
活
改
善
や
屋
根
の
改
造
に
よ
り
崩
壊
し
た
。

ま
た
、
学
問
沢
の
流
遥
圏
は
米
を
農
協
に
、
煙
草
は
岩
谷
堂
に
出
荷
し
て
い
る
。
日
用
品
の
買
い
物
は
小
さ
な
も
の
は
江
刺
市
米
里
の

人
首
に
、
大
き
い
も
の
は
岩
谷
堂
か
水
沢
に
依
存
し
て
い
る
。



地
で
あ
る
。

交
通
は
一
日
、
二
往
復
の
和
賀
郡
東
和
町
と
江
刺
市
米
里
字
人
首
を
結
ぶ
パ
ス
だ
け
で
、
自
家
用
車
も
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
い
辺

南
部
回
瀬
覚
間
沢
と
の
生
活
上
の
相
違
は
言
語
が
田
瀬
覚
間
沢
は
南
部
弁
、
米
里
学
問
沢
は
仙
台
弁
で
明
瞭
に
異
る
し
、
米
里
学
問
沢

の
人
々
は
一
般
に
田
瀬
覚
間
沢
の
人
よ
り
礼
儀
正
し
く
、
格
式
を
重
ん
ず
る
。
昔
の
婦
人
の
服
装
を
み
て
も
南
部
の
婦
人
は
モ
モ
ヒ
キ
な

の
に
米
里
学
問
沢
の
婦
人
は
雪
袴
を
着
用
し
た
。

ハ
、
集
落
景
観

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
米
里
学
問
沢
は
北
上
山
地
の
山
ひ
だ
に
分
布
す
る
山
村
で
あ
る
が
、
各
民
家
の
一
筆
当
り
の
宅
地
面
積
は
田
瀬

覚
間
沢
と
ほ
ぼ
同
じ
四
三
回
、
二
五
平
方
米
で
、
最
も
大
き
い
屋
敷
は
六
九

伊達・南部藩境の集落

間
出
回

嗣

陸
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巨日

'
図

沢

置

学

屋

字

家
里

宅

米

氏

市

進

刺

栄

江

葉

f

i

l

l

7

千

一

ー

|

」

図

司
ー
小
屋
晶
一

2

「
l
l
l
L
第

六
、
三
平
方
米
で
あ
る
。

屋
敷
内
の
家
屋
配
置
は
太
田
川
を
境
と
し
て
、
西
の
方
は
地
形
に
よ
り
南

向
き
の
家
は
西
に
母
屋
、
そ
の
東
に
ウ
マ
ャ
、
便
所
が
一
列
に
並
び
、
東
向

き
の
家
は
北
に
ウ
マ
ヤ
、
便
所
が
並
び
、
太
田
川
よ
り
東
の
方
は
地
形
に
よ

り
東
に
母
匡
、
そ
の
西
に
ウ
マ
ヤ
、
便
所
が
一
列
に
並
ん
で
い
る
。

」
の
よ
う
に
地
形
に
よ
り
ウ
マ
ヤ
が
東
に
あ
る
も
の
と
西
に
あ
る
も
の
と

あ
る
が
、
母
屋
の
東
に
ウ
マ
ヤ
、
そ
の
東
南
に
大
便
所
、
母
屋
の
南
に
物
置

小
屋
・
風
口
口
場
・
小
便
所
が
東
に
一
列
に
並
ぶ
も
の
も
多
い
。

母
屋
の
関
口
は
十
一
間
半
に
奥
行
五
間
半
と
い
う
の
が
米
里
学
問
沢
で
最



274 

(
昭
和
二
十
七
年
改
築
)

めいwう
ま
や
出
入
口

し
よ
い
ん

間
沢
よ
り
多
い
。

屋
根
の
材
料
は
カ
ヤ
葺
十
一
、

ト
タ
ン
葺
九
で
、

第3図江刺市米里字学問沢，

千葉栄進氏宅見取図

も
大
き
い
か
ら
、
屋
敷
面
積
、
母
屋
の
規
模
や
山
林
・
原
野
の
面
積
は
田

瀬
覚
間
沢
よ
り
小
さ
レ
。

屋
敷
畑
の
土
地
利
用
は
タ
バ
コ
乾
燥
場
に
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、

筆
当
り
水
田
面
積
は
南
部
田
瀬
覚
問
、
択
の
そ
れ
よ
り
大
き
い
。

飲
料
水
は
沢
の
水
を
高
い
と
こ
ろ
に
溜
め
、
そ
こ
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ

プ
で
各
戸
に
引
水
し
て
い
る
。

各
民
家
の
平
均
代
数
は
四
代
で
、

最
も
古
い
家
で
も
十
代
で
あ

る。
集
落
の
姓
別
分
布
は
高
橋
九
戸
、
千
葉
入
戸
、
三
浦
三
戸
で
あ
る
。

民
家
の
屋
根
型
は
切
妻
一
、
入
母
屋
一
を
除
い
て
残
り
十
八
戸
全
部
が

寄
棟
で
あ
る
の
は
東
北
型
屋
根
型
と
し
て
一
般
的
な
も
の
と
お
も
わ
れ

田
瀬
覚
間
沢
よ
り
ト
タ
ン
葺
の
割
合
は
多
い
。
塀
ぐ
し
煙
出
し
は
七

O
Mで
回
瀬
覚

る
。
切
妻
・
入
母
屋
の
各
一
軒
も
昔
は
寄
棟
で
あ
っ
た
。

間
取
り
の
一
例
を
第
三
図
に
示
し
た
が
、
田
瀬
覚
間
沢
と
著
し
く
異
る
と
こ
ろ
は
外
マ
ヤ

(
母
屋
と
離
し
て
い
る
、
第
二
図
参
照
)
で

あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
か
つ
て
学
問
沢
が
火
災
が
多
か
っ
た
の
で
ウ
マ
ヤ
を
離
し
た
こ
と
と
、
米
里
学
問
沢
の
人
々
が
回
瀬
覚
間
沢
の
人
々
に
比
し
て



格
式
を
重
ん
じ
た
の
で
純
粋
の
農
家
で
な
い
と
い
う
意
識
か
ら
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
両
集
落
に
共
通
す
る
屋
根
景
と
し
て
は
塀
ぐ
し
の
上
(
カ
ミ
)

に
水
、
下
(
シ
モ
)

上
と
い
う
考
え
方
は
家
の
座
敷
の
方
と
い
う
こ
と
と
、
地
形
の
上
と
い
う
こ
つ
の
考
え
方
が
あ
り
、
上
に
水
の
字
を
つ
け
る
の
は
高
き
よ

に
竜
の
字
を
つ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

り
低
き
に
流
れ
る
水
と
い
う
こ
と
で
消
火
を
象
徴
し
、
下
に
竜
の
字
を
つ
け
る
の
は
昇
り
竜
の
縁
起
か
ら
で
あ
ろ
う
詰
〉
O

か
く
て
、
こ
う
L
た
塀
ぐ
し
の
普
及
す
る
以
前
は
土
ぐ
れ
と
い
い
、
屋
根
に
芝
草
を
上
げ
た
。
上
に
水
、
下
に
竜
の
字
を
つ
け
た
塀
ぐ

し
が
両
集
落
に
共
通
し
た
の
は
比
較
的
新
ら
し
い
よ
う
で
、
米
里
学
問
沢
に
は
大
工
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
南
部
領
の
大
工
の
技
術
が
米

里
学
問
沢
に
伝
播
・
波
及
し
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

れ
る
屋
根
景
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
上
に
水
、
下
に
竜
の
字
を
つ
け
た
塀
ぐ
し
景
観
は
学
問
沢
だ
け
で
な
く
、
釜
石
線
沿
線
の
旧
南
部
領
の
民
家
に
広
く
み
ら

回
瀬
覚
間
沢
は
隆
起
準
平
原
で
あ
る
北
上
山
地
の
小
盆
地
状
地
形
に
分
布
す
る
十
三
戸
か
ら
な
る
山
村
で
あ
る
。

地
形
は
北
に
山
を
負
い
、
南
東
が
盆
地
状
に
拓
け
た
日
当
り
の
よ
い
環
境
で
あ
る
。
全
戸
伊
藤
姓
で
、
二
つ
の
本
家
(
伊
藤
浩
・
伊
藤

松
男
)
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
別
れ
た
同
族
集
落
・
で
あ
る
こ
と
が
米
里
学
問
沢
と
異
る
。

そ
の
成
立
は
資
料
な
く
判
ら
な
r

い
が
、
正
徳
四
年
(
一
七
一
四
)
の
境
絵
図
に
は
覚
間
沢
在
家
と
出
て
い
る
し
、
寛
政
四
年
(
一
七
九

二
)
の
御
村
日
記
に
ι
よ
る
と
1

上

ノ

多

左

衛

門

松

原

惣

左

衛

門

前

畑

甚
六
と
み
え
て
七
戸
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
白
ヨ

B 

東
和
町
田
瀬
覚
間
沢

伊達・南部落境の集落

ィ
、
集
落
の
発
達

275 

嘉
右
衛
門

そ
の
後
、
-
嘉
永
元
年
(
)
八
四
八
)

の
記
録
に
も
七
戸
が

匡
敷

勘
之
助

F

道
下

坂
下

吉
左
衛
門

八
森

多
兵
衛

下
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4

が
森
の

主
り
っ
ち
こ
古

水
木
主
松
山
浩
明

霊
友
人
主

M
口
事
田
中

Y
早
訓
告
醤

副
骨
密

2
・
景
働
中

記
載
さ
れ
て
い
て
同
じ
戸
数
で
あ
る
。

聴
取
に
よ
る
と
、
年
代
は
不
詳
だ
が
伊
藤
浩
氏
と
伊
藤
松
男

氏
の
先
祖
が
覚
間
沢
の
開
拓
に
入
っ
た
の
が
こ
の
集
落
の
始
ま

南部・伊達領境絵図の部(正徳4年8月6日)

り
で
百
三
そ
れ
が
寛
政
・
嘉
永
の
こ
ろ
に
は
七
戸
に
発
達
し
、

現
在
、
十
三
戸
に
発
達
し
た
同
族
集
落
で
あ
る
。

口
、
集
落
の
機
能

回
瀬
覚
間
沢
も
同
じ
北
上
山
地
に
立
地
し
た
山
村
で
、
畑
は

一
筆
当
り
面
積
回
二
四
・

O
二
二
平
方
米
で
水
田
の
約
二
倍
、

山
林
・
原
野
は
水
田
・
畑
を
一
し
ょ
に
し
た
耕
地
面
積
の
実
に

五
・
二
倍
と
な
っ
て
い
て
、
耕
地
面
積
は
米
里
学
問
沢
の
約
半

分
で
あ
る
が
、
山
材
原
野
面
積
は
米
里
学
問
沢
の
二
・
二
倍
と

な
っ
て
山
村
性
が
強
い
。

か
つ
て
の
畑
作
は
麦
・
粟
・
大
豆
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
タ

第4図

パ
コ
・
草
地
と
し
て
い
る
。
水
田
の
多
く
は
第
二
次
大
戦
後
の

食
糧
増
産
時
に
増
え
た
が
、
そ
れ
以
前
の
水
田
は
ほ
と
ん
ど
湿

回
で
あ
っ
た
。

水
利
は
沢
水
で
水
温
低
く
、
廻
し
水
な
ど
し
て
い
た
し
、
地



形
も
北
上
山
地
の
小
金
地
状
地
形
だ
か
ら
畦
畔
が
急
で
機
械
化
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
う
し
た
地
形
と
水
温
だ
か
ら
昔
は
凶
作
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
田
植
が
早
く
な
り
、
品
種
改
良
な
ど
と
相
侯
っ
て
被
害
が
少
く
な

っ
た
こ
と
は
米
里
学
問
沢
と
同
じ
で
あ
る
。

農
家
と
耕
地
と
の
距
離
は
平
均
五
百
米
位
で
あ
る
。
流
通
圏
と
し
て
は
、
米
は
農
協
に
、

伊達・南部藩境の集落277 

口
出

回

母 屋

門
出
口

日開

〔
山
U@ 

タ
バ
コ
は
花
巻
に
出
荷
し
て
い
る
。

一目、

二
往
復
の
パ
ス
が
唯
一
の
交
通
で
、

日
用
品
の
買
物
は
小
さ
な
も
の
は
江
刺
市

束手口町田瀬，伊藤松男氏宅家屋配置図

米
里
人
首
に
、
大
き
い
も
の
は
東
和
町
土
沢
・
花
巻
市
・
北
上
市
の
順
で
あ
る

が
、
国
道
一

O
七
号
線
が
全
通
す
れ
ば
、
北
上
市
に
依
存
す
る
者
が
多
く
な
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。

ハ
、
集
落
景
観

回
瀬
覚
間
沢
も
北
上
山
地
に
立
地
す
る
山
村
で
、
集
落
の
一
筆
当
り
宅
地
面

積
は
四
七
二
、
七
一
七
平
方
米
で
あ
り
、
米
里
学
問
沢
よ
り
若
干
大
き
く
、
最

も
大
き
い
屋
敷
は
本
家
の
伊
藤
浩
宅
で
、

一
二
八
五
、
九
五
平
方
米
で
あ
る
。

広
い
屋
敷
は
畑
地
の
外
、

タ
バ
コ
乾
燥
場
に
利
用
し
て
い
る
。

屋
敷
の
家
屋
配
置
は
土
蔵
、
母
屋
、
便
所
が
東
西
に
一
列
に
並
び
、
南
に
風
呂

第5図

場
、
小
便
所
の
あ
る
の
が
多
い
が
、
間
取
り
は
地
形
に
よ
り
高
い
方
に
座
敷
、

低
い
方
あ
る
い
は
道
路
の
便
の
よ
い
方
に
ウ
マ
ヤ
を
つ
け
た
。
た
だ
、

ウ
マ
ヤ

は
曲
家
の
一
戸
を
除
い
て
全
部
ウ
チ
マ
ヤ

で
あ
る
点
が
米
里

(
第
五
図
参
照
)
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出入口

学
問
沢
と
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

母
屋
の
間
口
は
両
本
家
共
十
四
間
半
に
奥
行
六
間
半
で
、
米
里
学
問
沢
の
最
も
太
き
い
母
屋

東和町田瀬，伊藤浩氏宅見寂図

よ
J

り
大
き
い
c

藩
政
時
代
は
窓
税
が
あ
っ
た
の
で
、
蔵
の
よ
う
な
窓
の
少
い
家
が
多
か
っ
た
。

各
家
の
平
均
代
数
は
九
・
三
代
で
古
い
家
が
多
い
。
十
三
戸
中
、

一
戸
だ
け
曲
家
で
、
他
は

全
部
直
家
で
あ
る
。

ウ
チ
マ
ヤ
は
母
屋
の
東
と
西
に
あ
る
家
が
あ
る
が
、
そ
の
割
合
は
八
対
五
で
、
東
に
ウ
マ
ヤ

の
あ
る
家
が
多
い
。
さ
ら
に
、

ウ
チ
マ
ヤ
は
大
き
い
家
で
は
大
マ
ヤ
と
小
マ
ヤ
を
設
け
、
そ
の

北
に
続
い
て
裏
小
問
屋
の
あ
る
の
も
田
瀬
覚
間
沢
に
多
い
。
ウ
マ
ヤ
に
は
昔
は
馬
、
現
在
は
和

牛
を
飼
っ
て
い
る
。

第61翠

屋
根
は
一
戸
の
曲
家
を
除
い
て
全
部
寄
棟
、
材
料
は
三
戸
が
ト
タ
ン
に
葺
替
え
た
以
外
、
全

部
カ
ヤ
葺
で
、
古
い
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。
ト
タ
ン
に
替
え
た
三
戸
も
昔
は
カ
ヤ
葺
で
あ
っ

た。

の
字
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
よ
う
に
米
里
学
問
沢
の
先
駆
的
景
観
と
考
え
ら
れ
る
。

屋
根
に
塀
ぐ
じ
の
煙
出
し
が
附
い
て
い
る
家
は
六
戸
で
あ
り
、
塀
ぐ
し
の
上
に
水
、
下
に
竜

六
、
お
わ
り
に

寛
永
十
九
年
(
一
六
回
二
)
伊
達
・
南
部
両
藩
境
に
境
塚
が
築
か
れ
、
天
正
十
九
年
ご
五
九
一
)
年
以
来
の
境
争
論
も
一
応
終
止
符



を
打
っ
た
が
、

そ
の
後
も
両
藩
の
越
境
事
件
塚
の
見
廻
り
ゃ
修
覆
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
学
問
沢
を
中
心
と
し
て
古
文
書
に
よ
り
検
討

し
、
西
は
奥
羽
山
脈
の
駒
ヶ
岳
か
ら
東
は
太
平
洋
岸
の
唐
丹
湾
ま
で
延
々
一
三

0
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
残
存
す
る
と
い
う
見
事
な
境
壌
は
我

国
各
藩
の
境
界
標
識
中
、
珍
ら
し
い
こ
と
を
述
べ
た
。

次
い
で
北
上
山
地
に
立
地
す
る
米
里
学
問
沢
が
藩
墳
に
よ
り
対
向
的
に
分
布
す
る
回
瀬
覚
間
沢
と
藩
を
異
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
異
る
か
を
民
家
を
中
心
と
し
て
集
落
地
理
学
的
に
調
べ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
集
落
で
は
田
瀬
覚
間
沢
が
同
族
集
落
で
あ
る
の

に
米
里
学
問
沢
は
三
姓
か
ら
な
る
集
落
で
あ
り
、
民
家
の
間
取
り
で
は
回
瀬
覚
間
沢
は
内
マ
ヤ
で
あ
る
の
に
米
里
学
問
沢
は
外
マ
ヤ
で
あ

る
。
米
里
学
問
沢
の
外
マ
ヤ
で
あ
る
理
由
は
か
つ
て
火
災
が
多
か
っ
た
の
で
マ
ヤ
を
離
し
た
こ
と
と
格
式
を
重
ん
じ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
』
塵
根
の
材
料
は
米
里
学
問
沢
が
ト
タ
ン
多
く
、
屋
根
景
と
し
て
の
塀
ぐ
し
も
僅
か
多
い
。
耕
地
面
積
は
田
瀬
覚
間
沢
が
米
里
学
問
沢

の
約
半
分
で
あ
る
の
に
山
林
・
原
野
面
積
は
反
対
に
米
里
学
問
沢
の
二
・
二
と
な
っ
て
山
村
性
が
強
い
。
生
活
上
の
相
違
と
し
て
は
言
語

が
異
る
ほ
か
、
流
通
圏
も
異
る
。
ま
た
、
米
里
学
問
沢
の
人
々
は
一
般
に
田
瀬
覚
間
沢
の
人
々
よ
り
格
式
を
尊
ぶ
。
両
集
落
に
共
通
的
な

伊達・南部藩境の集落

も
の
は
屋
根
景
と
し
て
の
塀
ぐ
L
の
上
に
水
、
下
に
竜
の
字
を
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
南
部
領
の
技
術
が
伊
達
領
に
伝
播
波
及
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
粗
漏
の
点
の
多
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
従
来
、
伊
達
・
南
部
藩
墳
に
つ
い
て
は
藩
境
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
歴
史
的

研
究
や
藩
境
集
落
に
つ
い
て
は
相
去
・
鬼
柳
お
よ
び
三
十
人
町
の
報
告
の
み
で
、
学
問
沢
に
つ
い
て
の
目
標
告
は
み
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、

予
察
的
な
も
の
で
あ
る
が
調
査
・
報
告
し
得
た
こ
と
は
無
意
義
で
は
な
か
っ
た
と
お
も
う
。

別
の
機
を
得
て
こ
の
研
究
を
一
層
進
め
た
い
と
お
も
っ
て
い
る
。
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調
査
に
当
つ
て
は
江
刺
市
役
所
・
東
和
町
教
育
委
員
会
・
同
役
場
・
農
業
協
同
組
合
、
田
瀬
覚
間
沢
、
伊
藤
松
男
氏
、
米
里
学
問
沢
、
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千
葉
栄
進
氏
お
よ
び
米
里
公
民
館
長
、
松
淵
章
氏
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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大
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妥
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記
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葉
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所
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写
・
小
沢
守
夫
)
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掲
江
刺
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学
問
沢
古
人
共
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口
(
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葉
務
所
蔵
写
・
小
沢
守
夫
)

北
上
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史
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(
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一
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)
北
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史
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史
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人
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九
年
人
首
村
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帳
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談

前
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人
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二
十
七
番
一
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大
内
沢
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治
所
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前
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記
七
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八
番
一
七
頁

千
葉
栄
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談

寛
政
四
年
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村
日
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(
東
和
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田
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喜
代
美
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番
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